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【主な内容】               

  ■第1回大河津分水路改築工事見学会報告 

  ■令和3年度大地の会総会議案 

   ・令和2年度活動報告・令和2年度決算報告監査報告   

  ・令和3年度活動計画案・令和3年度予算案   

■不動沢（成出）向斜構造看板の更新  

2021.5.29 春の野外観察会「第1回大河津分水路改築工事見学」 



 
 今年度の春の野外観察会は新型コロナウイルス感

染拡大により長岡市内に特別警報が発令され，当初見

学を予定していた「にとこみえーる館」が休館となり

ました。 
 国土交通省信濃川河川事務所からは，「工事現場見

学は可能」とのことで，新第二床固改築第 1 期工事に

ついて現場を担当する信濃川河川事務所及び建設共

同企業体から案内いただき現場を見学しました。 
 信濃川河川事務所等から頂いた当日の見学会資料

から観察会内容について報告します。 
■見学場所 

・大河津分水路新第二床固工事現場 

 案内：信濃川河川事務所 南 健二事業対策官 

    鹿島・五洋・福田ＪＶ 荻野 剛所長 

・円上寺隧道吐口 

■参加者：25名 

1．大河津分水路新第二床固改築第1期工事現場 
 新第二床固改築工事は左岸の仮設橋梁の先端部（図

2 丸）から右岸で施工されている現場を見学した。 
１期工事は現況の川幅内の床固工で 9 基のケーソ

ンを基礎として床固工を施工するもので，現在 3 基

のケーソン設置が終わり床固工と下流の減勢工の施

工が進められていた。2019年台風19号による10,000
 /s に迫る出水によりケーソン施工位置の河床の一

部が深堀されたこと等から河床を先行掘削しケーソ

ンを設置する施工方法に変更し，右岸より順次施工し

ているとのことである。 
また，設置した鋼殻ケーソンは北九州などで製作し

曳航してきたことなどが詳しく説明された。 
 見学会当日の現場の河川流量は約 250  /s とのこ

とで穏やかなものであったが，信濃川大河津分水路最

下流部にあたる現場の施工条件は海からの波浪，融雪

出水や梅雨，台風などによる流量の増大や気象条件に 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
大きく左右されることから，できるときはいつでも施

工できるよう365日24時間の体制で臨んでいるとの

ことである。 
2022 年に通水 100 年を迎える大河津分水路，次の

100 年のための工事に取り組んでいるとの言葉は大

事業に取り組む土木技術者の気概が感じられとても

頼もしいものであった。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021.5.29春の野外観察会  

第1回大河津分水路改改修工事見学報告 

図1 大河津分水路改修事業区間と新第二床固改築 （大河津分水パンフレットより） 

図2 新第二床固工の施工現場（JV荻野所長より）  

図3 新第二床固の施工現場と新床固の構造図 

（大河津分水パンフレットより） 
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 現在発注されている新第二床固改築第 1 期工事は

現況川幅に相当する部分の工事であるが大河津分水

は左岸側に約100ｍ拡幅される(図 5)ことから掘削後

は第2期工事が予定される。 

 新第二床固改築第1期工事の工事費は約200億円，

大河津分水路改修事業の全体事業費は 1,200 億円と

のことである。 

2．左岸河口部の泊地・施工ヤード 

 大河津分水路の河口部左岸には曳航されてきた鋼

殻ケーソン，台船等を停泊するための泊地や施工ヤー

ドが設けられている。  床固の工事現場から車で移

動して良く見渡せる展望場所から見学した。 

 泊地に曳航された鋼殻ケーソンをここから起重機

船で野積橋まで曳航し，野積橋からはウインチなどに

よる自力曳航で設置場所まで移動させるとのこと。こ

こでも，泊地の広さや荒天による波の影響などを考慮

して入口を設けるなど様々な工夫がなされていると

のことである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここでは減勢工として設置されるステンレス製の

バッフルピアが製作され保管されているものを見る

ことができた。バッフルピアは-4.00ｍの水叩きに設

置されコンクリートが充填される。なお，コンクリー

トは水中で固まる特殊なコンクリートが使用される。 
また，泊地脇の法面は将来的に広がる大河津分水路

とのことで山地部の掘削が膨大であることが分かり，

改めて工事全体のスケールの大きさを実感したとこ

ろである。 

 

3．大河津分水路周辺の地質と山地掘削 

 新第二床固改築工事現場の説明の最後に分水路周

辺の地形と地質と山地掘削について，信濃川河川事務

所 南事業対策官と大地の会顧問の飯川先生より説明

があった。 

拡幅される分水路幅 

図4 仮設橋梁上で現場を望み 荻野所長の説明を聞く  

図7 ケーソンの曳航や泊地と施工ヤードについての説明 

図5 大河津分水路第二床固横断図  

現況分水路幅 

図6 泊地・施工ヤードの空撮（上空）  

3



大河津分水路沿いの地形は信濃川沿

いに発達する広大な越後平野の低地と

日本海側の山地・丘陵に大別され，山

地・丘陵は分水路北側の弥彦山（634
ｍ）・角田山（313ｍ）の急峻な山地と

南側の標高 200～300ｍの西山丘陵か

らなる。大河津分水路は西山丘陵の北

縁にあたり，丘陵幅は 5 ㎞前後と狭く，

越後平野に繋がる北西から南東方向の

侵食地形が多く確認される。大河津分

水路はこの侵食地形を開削して築造さ

れている（図 8）。寺泊層は約 800 万年

前頃、深海底で堆積した地層で岩相は 
黒色泥岩や凝灰岩からなる（図 9）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山地部の地層は、右岸から左岸に向かっ

て傾斜しているため、右岸側は流れ盤とい

う規模の大きな地すべりが発生しやすい

地層となっている。このため、右岸を掘削

した場合は大規模な地すべり対策が必要

となる（図 10）。 
一方、左岸側は地すべりが発生しにくい

地層（受け盤）のため、施工期間や経済性

の観点から左岸側を掘削する方が有利と

なることから左岸側の山地を掘削し拡幅

することとしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図11 南事業対策官と飯川先生による大河津分水路周辺の地形地質概要の説明  

図9 周辺の表層地質図と地すべりＢ断面及び地質縦断図  

図8 大河津分水路周辺地質図  

図9 地層の年代表（大地の会地学講座資料による）  図10 大河津分水路周辺の地質構造と地すべり  
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4．円上寺隧道（東西合併悪水路）吐口 
 西山丘陵の東側の低地帯を流れ分水・牧ケ花で西川

に合流していた旧島崎川は，大河津分水路により分断

されることとなったため，この流域の排水を直接日本

海に排除するために計画されたのが「落水悪水路（現

島崎川）」「郷本川拡幅」「東西合併悪水路（現新島崎

川）」であり大河津分水路の附帯工事として行われた。 
この「東西合併悪水路」の丘陵を抜く隧道が「円上

寺隧道」である(図 10)。直径 3.6ｍ，延長 1.2 ㎞，当

時，煉瓦や切石での覆工が主流の時代，新しい技術で

あるコンクリートによる覆で，日本最古のものといわ

れている。 
今回は円上寺隧道の吐口坑口を観察した。坑口を見

る限り大正 4 年の完成とは思えないほどしっかりと

したものである。 
 円上寺隧道は 2020 年通水 100 年を迎えている。隧

道の施工が大正 2 年～4 年とあり，その後の円上寺隧

道に繋がる東西合併悪水路が完成し大正 9 年に通水

したとのこと。 
 なお，昭和 36 年 8 月の集中豪雨による水害を契機

に新島崎川の排水増強がはかられ，新円上寺隧道が昭

和 43 年に完成している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 今回の見学会の当日は土曜日でありましたが新第

二床固改築第 1 期工事の作業は休むことなく行われ

ていました。 
貴重な時間を我々のために割いてご説明いただい

た鹿島・五洋・福田ＪＶの荻野所長様，そしてとても

参考となる資料をご提供いただきご説明いただいた

国土交通省信濃川河川事務所の南事業対策官様に感

謝申し上げます。 
 

図12 大河津分水路と旧島崎川・円上寺隧道  

観察位置●  

図13 円上寺隧道内部のコンクリートブロックによる覆工  

図14 円上寺隧道施工当時の吐口の様子と現在 

 （資料・写真等はいずれも新潟県長岡地域振興局提供の 

パンフレットより） 

図15 円上寺隧道吐口にて  
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総会資料 

■大地の会令和3年度総会議案 

 ・第1号議案：令和2年度活動報告        ・第2号議案：令和2年度決算報告・監査報告 

 ・第3号議案：令和3年度活動計画案       ・第4号議案：令和3年度予算案 

 ・第5号議案：役員改選 

（第1号議案） 

 大地の会令和２年度活動報告   

１ 総会   

日時：令和2年7月31日（金）19:00～19:30  

会場：来迎寺元町公民館（越路郷土資料館） 

参加者：会員(個人・団体) 118名内、出席者7名 委任状72名 計 79名 

     （新型コロナウイルス感染症の拡大を考慮し最少人数での開催としたもの） 

 

２ 会報「おいたち」の発行  

101号（ 6月30日発行）総会資料、浄土川の溢水災害、釜沢石の加工を家業として、渡辺文雄氏追悼 

102号（12月25日発行）地学講座開催報告 第1回、第2回 

    103号（ 3月25日発行）地学講座報告 第3回 、不動沢向斜構造看板更新、2021活動カレンダー 

 

３ 地学講座の開催 

テーマ 「岩石の種類やでき方から足もとの大地をさぐる」 

・第1回 令和2年  9月25日（金） 参加者：47名 

講演「越後三山の地質から探る大地の生い立ち」 

-日本列島の大陸時代- 

講師：糸魚川フォッサマグナミュージアム 竹之内 耕氏  

   ・第2回 令和2年 10月2日（金） 参加者：31名 

講演「グリーンタフ（緑色凝灰岩）とは」 

     -塀や敷石など古来石材として親しまれてきた-  

講師：新発田商業高等学校 佐藤和平氏  

   ・第3回 令和2年10月16日（金） 参加者：39名 

講演「マグマからできた石いろいろ」 

     -釜沢石、枡形山溶岩、爪石、みんな同じ安山岩-  

講師：法政大学第二中・高等学校 五十嵐聡氏  

 

４ 諸活動 

○春巡検：中止    ○子ども向け岩石加工講座：中止 

   ○成出露頭管理・情報発信：不動沢（成出） 

・向斜構造看板更新案の検討・作成 

    ・草刈り 6月8日，7月26日，9月12日 

○他団体との交流・参加：会報送付等の交流のみ 

  糸魚川フォッサマグナミュージアム友の会  

新津石油の世界館友の会 

中越防災安全推進機構 信濃川大河津資料館友の会  

NPO法人市民協働ネットワーク長岡 他 

 

５ 役員会等 

○定例役員会 毎月1回（第2火曜日）  
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( 2号議案）



（第3号議案） 

大地の会令和３年度活動計画（案） 

 

※今年度も新型コロナウイルスの感染拡大の影響で活動の実施が見通せない状況にありますが，昨年度の長岡市新

型コロナウイルス感染症に負けない市民活動団体奨励金の活用による感染対策を行った上で実施した地学講座の実

績を踏まえ，できるだけ活動を再開していきたいと考えています。 

 

１ 総会・記念講演会   

日時／場所：令和3年6月25日（金）18:30～20:30 越路町商工会館 

講演：「今年の大雪による雪害と対応について」 

講師：国立研究開発法人防災科学技術研究所 雪氷防災研究センター長 上石 勲氏 

２ 会報「おいたち」の発行  

年 4回 の発行を予定  （ 6月 9月 12月 3月 ） 

３ 地学講座の開催 

テーマ：新型コロナウイルスの感染状況にもよりますが，今年度は野外観察会を含めて開催することで準備を進

めます。テーマについては検討中です。 

日 程 

    第1回 講演 令和3年10月 8日（金）19:00～ 

    第2回 野外観察会 令和3年10月17日（日）9:00～ 

    第3回 講演 令和3年10月22日（金）19:00～  

    第4回 講演 令和3年10月29日（金）19:00～  

４ 諸活動 

○春巡検 令和3年5月29(土) 「第1回大河津分水路改築工事見学」 参加者：25名  実施済  

   ○不動沢（成出）向斜構造看板の更新 4月27日更新済み 

○成出露頭管理・情報発信（草刈り 6月6日，7月25日，9月5日を予定 

○岩石標本の整理と活用 

   ○子ども向け岩石加工講座（成出管理棟） 令和3年7月31日(土) を予定 

   ○大河津分水地層見学ツアー（寺泊コミュニティセンターに協力） 

○他団体との交流・参加 

糸魚川フォッサマグナミュージアム友の会，東山油田（史跡・産業遺産）保存会，新津石油の世界館友の会， 

中越防災安全推進機構，信濃川大河津資料館友の会，寺泊コミュニティセンター，NPO法人市民協働ネットワ

ーク長岡 他 

○その他 

５ 役員会等 

○定例役員会 毎月1回（第3木曜日） 

 

（第5号議案）           大地の会役員改選  

 

 ■顧問：飯川健勝，渡辺秀男，上石 勲，吉越正勝 

 ■役員：小川幸雄，大谷晴男，永井千恵子，佐藤 隆，松井直子，中野雅子，平沢 聡，内山 隆，金子秀樹， 

安藤正芳，石坂圭介，今井俊夫，鷲山 厚，遠藤はつ江，遠藤幹彦，金井幸次，小林和子，山後栄子， 

長束敏雄，新田康則，吉田一久，西山 拓，古畑英希，森 章，樋口 勲，河内 毅，中野雅嗣，太田道子， 

能登昭美，若林 徹                              

 ■会長：         ■副会長：                ■幹事長 

 

 ■会計：         ■監事： 
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第4号議案

（１）　収入の部 （単位：円）

項目 Ｒ３予算額 Ｒ２予算額 増減 備　　考

会　費 390,000 390,000 0 個人　80,000円　　法人　310,000円

受講費 30,000 100,000 -70,000 秋地学講座

受託料 146,000 150,000 -4,000

寄付金 10,000 10,000 0

雑収入 35 66 -31 預金利子

繰越金 363,665 221,034 142,631

合計 939,700 871,100 68,600

（２）　支出の部

項目 Ｒ３予算額 Ｒ２予算額 増減 備　　考

会議費 50,000 50,000 0 総会、記念講演会、会議会場費

活動費 619,700 711,100 -91,400

看板整備 160,000 0 160,000

消耗品費 30,000 30,000 0 封筒、用紙他

通信費 60,000 60,000 0 会報・案内等送料

雑　費 10,000 10,000 0

予備費 10,000 10,000 0

合　計 939,700 871,100 68,600

　

（１）　収入の部 （単位：円）

項　　目 Ｒ３予算額 Ｒ２予算額 増減

マップ・体験集等販売 3,000 3,000 0 マップ、その他

飛び出す地形販売 10,000 10,000 0 　

地学ガイド販売 50,000 100,000 -50,000

雑収入 38 20 18 預金利子

繰越金 380,062 352,980 27,082

443,100 466,000 -22,900

（２）　支出の部

項　　目 Ｒ３予算額 Ｒ２予算額 増減

一般会計繰出金 0 0 0

423,100 446,000 -22,900

通信費 10,000 10,000 0

雑　費 10,000 10,000 0 販売経費等

443,100 466,000 -22,900合　計

成出向斜構造看板整備

令和３年度　大地の会予算（案）

地学講座、成出露頭管理

春巡検、秋地学講座、会報、子ども地学講座、成出
露頭管理・情報発信、岩石標本整理、その他

新規活動準備金・備品購入費等

合　計

令和３年度　　特別会計予算（案）

備　　考

備　　考
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 不動沢（成出）の向斜構造看板の設置完了   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2020 年度より作業を進めてきた「不動沢（成出）向斜構造」 
の看板が 2021 年 4 月 27 日に設置が完了しました。 
不動沢の向斜構造の露頭は大地の会のシンボルでもあります。 

説明文やレイアウトについて検討を加え新しくしました。会員 
の皆様から是非ご覧いただきますようお願します。 
 看板の設置にあわせてパンフレットを作成印刷して配布する 
こととし，内容について検討を進めているところです。 
 新しい看板は原図を会員の中野雅子様から作成していただき 
1996 年に設置を担当した「アドスタジオビッグ」に依頼し設置 
していただきました。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

賛助会員紹介  

■国際石油開発帝石株式会社 

■朝日酒造株式会社 ■有限会社越路地計 

■株式会社エコロジーサイエンス 

■大原技術株式会社 ■有限会社広川測量社  

■高橋調査設計株式会社  

■オムニ技研株式会社 

■エヌシーイー株式会社 
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大地の会事務局 

 〒949-5411 長岡市来迎寺甲 1381 永井千恵子 

e-mail：koshiji@daichinokai.sakura.ne.jp 
 URL：http://daichinokai.sakura.ne.jp/ 

問合せ先 

長岡市越路支所地域振興課教育支援係 

担当 若林 徹 TEL 0258(92)5910  

不動沢の向斜構造 2021.4 撮影：能登義仁様 

不動沢の向斜構造入口の案内           新しくなった向斜構造看板 

不動沢の向斜構造看板位置図（国土地理院地図） 

● 

案内看板 

●向斜構造看板 
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